
 

⑤「地球規模水循環変動に対応する水管理技術に関する研究」の評価結果（事後評価） 

 

【総合評価】 

次世代の水管理技術の開発において、予測降水量の活用に焦点を絞ったことで、洪水予警報に

おいて確率論的洪水予測システムが開発される等、目的とした成果が得られており、研究の実施

方法、体制等は適切であったと評価する。また、アジアモンスーン地域における国際貢献の面か

らも意義のある研究成果が得られており、目標は達成できたと評価する。 

なお、次のステップとして、実際に現地に適用していく際のシステムをどう作っていくかにつ

いて、検討されたい。 

 

【評価指標別評価結果】 

研究の実施方法、 

体制等の妥当性 

１ 適切であった 

２ 概ね適切であった 

３ やや適切でなかった 

４ 適切でなかった 

 ★★★★★ ★★  

 

目標の達成度 

１ 目標を十分達成できた 

２ 概ね目標を達成できた 

３ あまり目標を達成できなかった 

４ 目標を達成できなかった 

 ★★★★★ 

 ★★ 

 

 

【指摘事項】 

なお、以下の指摘事項があったので参考にされたい。 

・モデルの予測精度が、気象庁の予測技術精度頼みというのは少し寂しい。 

・予測等の情報を活用して水管理をするときのポリシーや基準等について、情報を受け取る側の

立場に立って、どのような情報を出すべきかについても検討されたい。 

・高精度の予測ができなければ伝えないということではなく、予測結果をどう運用するかは、予

測値の見せ方や説明の仕方によって様々な方法があることを考慮されたい。 

・次世代の水管理技術の流れを整理した研究であり、国際的にも意義のある研究であり、成果が

達成できていると思われる。 

・土砂災害のモデルのメッシュを細かくすればするほど、細かい地盤データが必要になって精度

が下がってしまう。さらに有効な予測を目指すための問題点を抽出することが必要ではないか。 

・ アジアモンスーン地域への適用を考える時には、情報収集が必ずしも十分でない地域への適

応技術のあり方を検討しておくことが重要である。 
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